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▲樟葉駅前広場の完成イメージパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★樟葉駅前広場は、令和３年度

に交通混雑緩和や安全性向上

に関するロータリー空間の改

良工事が完了したが、歩行空間

は植栽が少ないことや、快適に

電車やバスの時間を待つこと

ができるスペースの不足など

の課題が残る。本整備では、令

和４年５月に京阪ホールディ

ングス株式会社と締結した「持

続可能な地域社会の実現に向けた包括連携協定」に基づき、京阪グループ各社と連携し

て魅力ある都市環境の形成、公共交通の利用環境の改善、駅前広場の植栽充実およびに

ぎわいあふれる駅前空間の創出に取り組んでいる。 

 

連携事業者：京阪ホールディングス株式会社、京阪電気鉄道株式会社、 

京阪バス株式会社、株式会社京阪流通システムズ、枚方市 

整備内容 ：芝生広場（天然芝）、屋根付きベンチ、路面改良、壁面緑化 など 

工事期間 ：令和５年９月下旬頃から令和６年３月下旬頃まで（予定） 

 

＜お問い合わせ＞ 

 土木部土木政策課   ☎：050-7102-6505 FAX：072-841-4605 

樟葉駅前広場の環境整備 
京阪グループ各社と緑あふれる憩いとにぎわいの空間創出 

 

 

 

 

 

令和 5年（西暦 2023年）8月 1日 

市は、樟葉駅前広場の環境整備として、京阪グループ各社と連携して令和６年４月

をめどに天然の芝生広場や屋根付きベンチの設置、大規模商業施設 KUZUHA MALL の本

館ハナノモール 1F の壁面緑化などを実施して、市北部の玄関口にふさわしい駅前空

間を創出する。 

同広場は特急停車駅である京阪樟葉駅と KUZUHA MALLに面していて多くの人が行き

交う場所。地域や民間企業にイベントなどを開催してもらうことでにぎわい創出を図

るため、道路法による規制を緩和する「ほこみち制度」の活用などについても検討を

進める。併せて、芝生広場のネーミングライツの募集を検討するなど、良好な芝生広

場の維持管理につなげていく。 

市担当者は「公共交通の待ち時間の快適性の改善を図るとともに、大阪・関西万博

を見据えたひらかた万博の取り組みの一環として、市民や来街者が心地よく滞在でき

る空間に改変し、まちへの愛着向上や賑わい創出につなげていきたい」と話す。 

 


